
行政評価シート（事務事業評価） 評価年度 2８年度 

事業名 ヒルクライム in 韮崎・甘利山大会実施事業 担当課 商工観光課

細分化した事業名

１ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の計画的位置づけ 

基本方向 魅力あふれるまちづくり

第６次長期総合計画での目的体系 政策 訪れる人に感動を与える観光業の振興

施策 魅力ある観光施策の充実

関連する個別計画等 根拠条例等

２ 計画（ＰＬＡＮ）：事務事業の概要 

事業の目的

近年愛好者が増加傾向にある、自転車競技大会の開催により、韮崎市の魅力や観光スポットである甘利山を広

くＰＲする。大会参加者をまちなかへ集客し、賑わいの創出につなげる。

事業の手段 

甘利山の特性を生かした大会の開催

事業の対象

参加選手、観光客

３ 実施（ＤＯ）：投入費用及び従事職員の推移（インプット＝費用＋作業） 

25 年度 26 年度 27 年度

A 事業費 (千円) 1,638 1,694 1,594
財
源
内
訳

国・県支出金

その他（使用料・借入金ほか）

一般財源 1,638 1,694 1594

B 担当職員数（職員 E） (人) 0.6 0.6 0.6

C 人件費(平均人件費×E) (千円) 3,894 4,076 4,029

D 総事業費(A+C) (千円) 5,532 5,770 5,623

主な事業費用の

説明 
大会開催経費（実行委員会への補助） 従事職員人件費 

注〉平均人件費は各年度決算額(職員給与費)から算出した 25 年度（6,491 円）,26 年度（6,794 千円）,27 年度（6,715 千円）を使用しています。 

４ 実施（ＤＯ）：事業を数字で分析（アウトプット＝事業量）

指標名 指標の算出方法

実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度 

活動指標

１
開催回数 回 １ １ １

２
大会補助金 千円 1,300 1,400 1,300

３

妥当性 □ Ａ 妥当である ■ Ｂ ほぼ妥当である □ Ｃ 妥当でない

上記活動指標と妥当性
の説明

１ 開催回数は１回が妥当である。

２
参加者が増えれば補助金は減少するが、現状では開催に必要な金額である。

３



５ 評価（ＣＨＥＣＫ）： 事務事業評価 （アウトカム＝成果・効果）

指標名 指標の算出方法
実   績   値

25 年度 26 年度 27 年度

成果指標 

もしくは 

まちづくり

指標

１
参加選手数
（エントリー数）

人 336 290 316

２
市内宿泊者数 人 121 59 74

３
協力団体数 団体 15 14 14

成 果 □ Ａ 上がっている ■ Ｂ ほぼ上がっている □ Ｃ 上がっていない

上記指標の妥当性と成
果の内容説明

１
イベントの成果を測る上で、参加者数を指標とすることは妥当。
参加者は３００人前後のほぼ横ばいの状況が続いているが、今後は５００～６００人を目指したい。

２
イベントはまちなかの活性化のために開催していることから、宿泊者数を指標とすることは妥当。
サイトで宿泊等の案内もしているが、前日からの宿泊者を増やす取り組みが課題。

３

行政と民間団体、地域により協働で、イベントを盛り上げ市の活性化に取り組むことから、協力団

体数を指標とすることは妥当。市内の各種団体の協力を得て開催されている。

事務事業総合評価 □ Ａ 期待以上に達成 ■ Ｂ 期待どおりに達成 □ Ｃ 期待以下の達成

６ 改善（ACTION）：今後の事務事業の展開

□ 拡大（コストを集中的に投入する） ■ 一部改善（事務的な改善を実施する）

今後の事業展開
□ 全部改善（内容・手段・コスト・実施主体等

の見直しが必要）

□ 縮小（規模・内容を縮小、又は他の事業と統合

する）

□ 廃止（廃止の検討が必要）

事
務
事
業
の
改
善
案

改善の概要・方向性（いつまでに、どういう形で具体化するのか）

28年度の改善計画（今後の事業展開説明）
・競技参加者や一般市民の関わりを増加させる取り組み（競技参加者ではない、一般市民の来場を促す仕掛けづ
くり・キッズ向けイベント・おもてなし・ＰＲ方法等）
を強化する。
・今大会にノーベル賞受賞記念事業の冠をつける。

過去
の 
改善
経過

・開閉会式の会場を釜無川河川公園から御勅使広場へ変更。
・運営会社をソニーミュージックからウィズ・スポに交代。

 ※市のイメージを活かした戦国ヒルクライムの演出を行った。
・１１月開催から８月に、さらには７月に開催時期を変更。
・おもてなしの内容や関連イベントの開催など、その都度見直し改善。

・地元旭地区の住民に声援を送っていただくため、手旗を作成して配布した。

課長所見

運営会社の交代により、武田家ゆかりの地にふさわしい「戦国」イメージの演出が図られた。引き続き、

南アルプスユネスコエコパークや大村博士と関連付けたイベントとして実施し、参加者の増加を図ってい

く。


